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【研究要旨】 本研究では、急性冠症候群の早期診断と早期治療における病院前心電図伝送の有用性
を明らかにするため、広域津市救急医療圏において 12 誘導心電図の伝送を用いた救急搬送システム
を構築し、心電図伝送の有無で分けた 2 群間で主要調査項目等について比較検討する。 
 
A. 研究目的  

病院前心電図伝送が、急性冠症候群の早期
診断と早期治療に有用であるかどうかを検討す
るとともに、予後との関連についても検討する。   
 
B. 研究方法  

三重県の広域津市救急医療圏において胸部
症状を主訴に救急要請した患者で、三重県傷
病者搬送基準および津市心疾患プロトコールに
従って急性冠症候群疑いと判断した症例を対
象とする。12 誘導心電計を搭載した救急車か
ら伝送された心電図を三重大学病院で診断し、
緊急搬送先の救急医または循環器内科医に連
絡する。心電図伝送の有無で群分けし、主要調
査項目等について比較検討 する。   
 
主要調査項目： 
■病院到着から再灌流療法までの時間（Door 
to Balloon time） 
■予後の状況（病院内死亡率、主要有害心イ
ベント 発生率）     
 
C. 研究結果 

広域津市救急医療圏において心電図伝送シ
ステムを構築し、津市心疾患プロトコールに従っ
て、三重大学病院、三重中央医療センター、永
井病院への救急搬送システムの整備を行った。 
平成 25 年 1 月よりインターネットを介した Web
登録システムの運用を開始し、平成 25 年 4 月よ
り心電図伝送システムの運用を本格的に開始し
た。 
12 誘導心電図伝送群(10例)は非伝送群(29 例）
に比べ Door to Balloon time を有意に短縮した
が（41.7 v.s. 91.9 min, p=0.01)、peak CPK 

 （2336 v.s. 2575 IU/L , p=0.76）、院内死亡率（0 
v.s. 3.4%, p=0.56）は両群間において有意差を
認めなかった。中期および慢性期予後は心電
図非伝送群に比べ心電図伝送群において良好
な傾向を示したが、有意差は認められなかっ
た。 
 
D．考察 

心電図伝送群は非伝送群に比べて急性期初
期治療までの時間（Door to Balloon time）を有
意に短縮したが、中・長期予後における有意性
を示すことはできなかった。今回の検討では、登
録された症例数が少なく、追跡期間も短かった
ため、今後さらに症例数を重ねて検討すること
が必要である。 
また、地方都市または過疎地域での救急搬送
において、より早期の病院選定につながる可能
性が示唆されたため、より広範な医療圏におけ
る心電図伝送システムの検証が必要と考える。 
 
E. 結論 

病院前心電図伝送システムは、急性期初期
治療までの時間を有意に短縮したため、急性心
筋梗塞の初期治療において有用なシステムで
ある可能性が示唆された。 
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